
 

会 議 録 

会議の名称 令和７年度第１回秀峰筑波義務教育学校 

コミュニティ・スクール協議会 

開催日時 令和７年６月６日（金）開会 15:00 閉会 16:30 

開催場所 つくば市立秀峰筑波義務教育学校会議室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

子 光之、山口 里香、飯村 仁、白石 通、矢口 義勝 

古平 恒雄、大里 庄受、梅沢 尊信、矢島 祐介、遠藤 知昭 

尾見 裕史、鈴木 剛、小河原 一幸、小野 裕子、永岡 歩美 

依田 振 

その他  

事務局 地域連携教育指導員：酒井 和宏 

社会教育指導員：古屋仲 純子 
公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数  （０）人 
非公開の場合はそ

の理由 
 
 

議題 
 

１ 学校運営の基本方針について 
２ 各学校の教育活動の紹介 
３ 熟議「キャリア教育の一環として、『職業講話』『職業

体験』ができる学区の人材、事業所について」 
４ その他 

会議録署名人  確定年月日 令和７年６月  日 
会

議

次

第 

１ 開会 
２ 任命書の交付 
３ 挨拶 
４ 説明事項 

「つくば市コミュニティ・スクールについて」 
５ 会長・副会長の選出 
６ 協議 
(1) 学校運営の基本方針について 

(2)学校の教育活動の紹介 

(3) 熟議「キャリア教育の一環として、『職業講話』『職業体験』ができ 

   る学区の人材、事業所について」 



 

(4) その他 
７ 閉会 

 
 ＜審議内容＞ 
１ 開会 

事務局（学校）： ただ今から、令和７年度第１回 秀峰筑波義務教育学校コ 
ミュニティ・スクール協議会を開会します。 

          はじめに、会議を進行するに当たり書記を決めます。教 
務主任の依田先生にお願いしたいと思います。よろしいで 
しょうか。 

参加委員：お願いします。 
２ 任命書交付 

事務局（学校）： 続きまして、「任命書の交付」を行います。 
ＣＳ協議会委員の任命書及び地域学校協働活動推進員の 

         委嘱状は、皆様の机上に配布してあります。お名前など御

確認いただき、不備がある場合には、事務局までお申し出

いただければ幸いです。 
なお、この会議において皆様は、非常勤特別職として任 

命され、任期は今年度末までとなります。また守秘義務等 
の責務がございます。御留意ください。 

 
３ 挨拶 

事務局（学校）： それでは、今年度初めての顔合わせとなりますので、座 

席順に自己紹介をしていただきます。 

 

４ 説明事項 
  つくば市のコミュニティ・スクールについて 

事務局（学校）： 続きまして「つくば市のコミュニティ・スクール」につ 
        いて、つくば市教育局生涯学習推進課酒井地域連携教育指 
        導員から御説明いただきます。 
事務局(生涯学習推進課)： つくば市教育局生涯学習推進課酒井地域連携教 

育指導員地域連携教育指導員の酒井と申します。よろしく 
お願いいたします。つくば市のコミュティ・スクールにつ 
いて説明させていただきます。 

  (1) つくば市のコミュティ・スクール（以下ＣＳ）の目指すもの。 
   ・一人一人が幸せに人生を送る⇒みんなで連携して子供を育てる。 
   ・つくば市の 18 の学園・義務教育学校でＣＳが開かれている。 
   ・学校・保護者・地域住民が、力を合わせて子供を育てる。 

・ＣＳ協議会を設置した学校がコミュティ・スクール。 
   ・どんな子供を育てたいか⇒学校の教育方針に沿って、学校・保護者・ 

地域で話し合いながら進めていく。 



 

   ・話合い＝熟議：よくよく（熟）話し合う（議） 
  (2) ＣＳ協議会の機能 

①  学校長の教育方針を承認する。 
②  学校運営について教育委員会、校長に意見を述べる 
③  教職員の任用について委員会規則に定める事項について委員会に意

見を述べる。 
④ 学校関係者評価を行う。 

(3) ＣＳ協議会委員 
・立場：非常勤特別職の地方公務員 
・責務：委員はその地位を営利・政治・宗教活動に利用しない。 

        職務上知った秘密を洩らさない。 
   ・こんな子供を育てたいという、その理想像に向けて、地域でどんなこ

とができるか協議会で話し合う。 
・地域学校協働活動推進委員（地域コーディネーター）が学校と地域の

つなぎ役となって、地域学校協働活動を行っていく。 
・年３回のＣＳ協議会の他に、必要であれば集まりをもつことも可能 

 
５ 会長・副会長の選出 

事務局（学校）： 協議の前に、会長と副会長の選出を行いたいと思いま 
す。選出につきましては、つくば市コミュニティ・スクー 
ル協議会に関する規則の第５条第２項に「会長及び副会長 
は、委員の互選により定める。」とあります。 

          昨年度、会長・副会長として活動していただいた古平委 
員と 子委員が、引き続き協議会委員になっていただいて

いますので、会長を古平委員に、副会長を 子委員にお願

いしたいと提案させていただきます。皆様いかがでしょう 
か。 

参加委員： 異議なし 
事務局（学校）： それでは、古平会長、 子副会長よろしくお願いいたし 

ます。荷物を持ってお席の方に御移動ください。 
この後は、古平会長に進行をお願いいたします。 

    
６ 協議 

(1) 学校運営の基本方針について 
古平会長： よろしくお願いします。この協議会の中で様々な意見を出

し、学校教育に反映していけたらと思います。それでは、各

学校運営の基本方針、いわゆるグランドデザインの説明及び

グランドデザインを受けての特色ある教育活動について学校

より御説明をお願いします。 
尾見校長： 本校のグランドデザインについて御説明いたします。 

まずは義務教育学校の良さを出すために、ブロック間のつ 



 

ながりをもって９年間一貫した形で育てていきます。 
さらに今年度は、対話をベースに学習活動、教育活動を進 

めていきます。対話する力を高めるために、月曜の朝 10 分 
間でフリートークタイムを実施しています。トークテーマに 
沿って、自分の考えをまとめたり、相手に伝えたりする活動 
を行っています。この取り組みや教育活動全体の中で対話を 
取り入れ、自分の意見を述べることが不得手な本校の児童生 
徒の実態を改善していきます。木曜日にも実施するなど回数 
を増やすことも考えています。 

体育祭、運動会は実行委員を中心に主体的に児童生徒が動 
き、活躍する姿が見られました。来週から始まる総体でもぜ 
ひ活躍してほしいと思います。 

また、特に学区が広い本校の場合、生活の場である地域と

学びの場である学校が結びつきにくい現状があります。今年

度、協議会委員についても旧中学校区からバランスよく入っ

ていただくようにしました。皆様の力をお借りして、地域と

学校の学びとの結びつきを強くしていきたいと考えていま

す。 
 

古平会長： 尾見校長先生、ありがとうございました。 
         続きまして教育活動について永岡先生から説明をお願いし 

ます。 
 

(2) 学校の教育活動の紹介 
永岡教務：・本校の児童生徒数 933 名（昨年度から 54 名減） 

        ・43学級、教職員数 70名（支援員などを含めると計 110名） 
        600 人がバス 20 台で登下校（地域の方に登下校の見守りに

御協力をいただいている） 
・４月の行事⇒始業式、入学式（89 名の新入生）、ルールメ 

イキング（児童生徒が今のルールを考え、見直していく、 
みんなの納得解を見つける）、 
修学旅行、新入生歓迎会、体育祭結団式 

・５月⇒上高津貝塚見学（６年）、総体壮行会（後期課程） 
学校探検（１・２年）、秀峰体育祭（後期課程） 

・６月⇒秀峰運動会（前期課程） 
・授業について 

対話ベースの授業実践を学校全体で進めている。友達の意 
見を参考にしたり、他の考えを組み合わせてより良い意見

をつくり上げる。 
・フリートークタイム 

心理的安全を保障し、対話する力を育てる。 



 

 
古平会長： 永岡先生ありがとうございました。ただ今の件につきまし 

て、御意見や御質問があればお願いいします。 
飯村委員： フリートークタイムでのトークテーマはどのようにして決 

めているのか。 
永岡教務： 学年・学級によっては、子供たちの係活動で話し合ってテ

ーマを決めています。低学年は話しやすいテーマで先生が決

めたりもしています。 
飯村委員： 具体的にはどのようなテーマで行われているのか。 
永岡教務： 子供が好きなテーマが多く、「好きなおかしは、きのこの 

山とたけのこの里のどっち？」などです。 
   尾見校長： 教室を回っていたら、児童に「校長先生はどっち？」と聞 

かれました。 
古平会長： ありがとうございました。校長先生におかれましては、本 

内容にて学校運営をお願いいたします。 
 

(3) 熟議 
古平会長： 続いて、熟議に入ります。熟議を進行するにあたり、ファシ

リテーターとして鈴木先生にお願いしたいと思います。皆さ

ん、よろしいでしょうか。 
参加委員：（承認） 
古平会長： では、鈴木先生よろしくお願いいたします。 
鈴木副校長： 今年度実施予定の「地域学校協働活動」についての説明 

①学区人材による「職業講話」事業所での「職場体験」 
        ②秀峰筑波フォトコミュニティ 
         写真館を営む地域コーディネーターの矢島さんにも協力を

いただきたいと思います。 
        ③「筑波地区防災イベント」への参加 
         本校の駐車場も会場として行われている防災イベントに児

童生徒が関われればと考えています。 
        ④防災倉庫の備蓄品を知る 
        以上、４点は現時点での案としての提案です。本日は①につ

いて熟議しますが、終わった場合は他の３点についても話し合

ってもらえればと思います。 
それでは改めまして、①について三つのグループに分かれて

熟議します。なお、今は住んでいなくても、地元がこの地域で

ある方も出していただければと思います。 
 
 



 

＜熟議テーマ＞ 
「キャリア教育の一環として、『職業講話』『職業体験』ができる学区 

の人材、事業所について」 
Ａグループ 

〇職業講話    
    ・名産、伝統工芸 

（ふくれみかん七味、かりんとう饅頭、さをり織り、みそ作り） 
    ・生花店（生花と葬儀） 
    ・スポーツ（元バスケットボール選手） 
    ・映画製作（映画監督） 

・研究（筑波大学の先生） 
    ・伝統芸能（お囃子保存会） 

・地域おこし（宝篋山） 
〇職業体験 

    ・農業体験（米づくり） 
    ・防災（ロープワーク、サバイバル体験） 

Ｂグループ 
〇職業講話 
 ・全国規模の通信制高校（施設見学） 
 ・製品研究開発（チョコレート製造） 
 ・廃棄物処理（最終処分方法の見学） 

 〇職業体験 
・造園業（針金やひもの結び方、芝、ゴルフ場との関係） 

   Ｃグループ 
    地域のリソースがたくさんある。つくスタ「５年ものづくり」に生か 

したい。 
    〇職業講話 

・酒造（酒蔵、ワイナリー、ブリュワリー） 
・ゴルフ場 
・接客業（観光ホテル） 
・飲食業（ラーメン屋） 
・名所（筑波山神社） 
・芸能（ミュージシャン） 

〇職業体験 
・伝統工芸（藍染・染物事業、竹細工作家） 

 
鈴木副校長： ただ今の発表について、御質問や御意見があればお願いしま



 

す。発表者の皆さん、ありがとうございました。また、熱心な御

協議と貴重なたくさんの御意見ありがとうございました。ぜひこ

のような話合いを続けていければと思います。 
古平会長： 鈴木先生ありがとうございました。 

 
(4) その他 
古平会長： 最後に御出席のみなさんから何かありますでしょうか。 
白石委員： 旧小田小を活用して取り組んでいる小田協議会のお便りを配布

させていただきます。地域コミュニティが崩壊する中で、旧小田

小での活動を通して地域のつながりをつくっていきたいと考えて

います。 
遠藤委員： 退職校長会筑波支部の学校支援ボランティア活動について御紹

介いたします。 
①夏花壇の準備 ②窓掃除 ③大掃除の手伝い 

退職校長会の一員として、地域と関わっていいければと思いま

す。登下校ボランティアや先生方の研修時の授業填補に入るなど

ＣＳの地域学校協働活動として行っていければと考えています。 
矢島委員： 街づくり活動の一環として、旧北条小を活用してみんなの登校

日となる防災キャンプを予定しています。「筑波山麓街歩き」

（フード＆風土パンフレット）を作り、1000部は秀峰の児童生徒

に配布する予定です。 

古平会長： その他、いかかでしょうか。それでは、次回のＣＳ開催予定日

等について鈴木先生、よろしくお願いします。 

鈴木副校長： 第２回は 10 月３日（金）13 時 30 分から、また、第３回は令

和８年２月 20 日（金）13 時 30 分からの予定です。いずれも授業

参観をしていただく予定です。詳細は、追って御連絡いたしま

す。 
 

７ 閉会  
古平会長：本日の「協議」の内容は、以上になります。 

また、本日の会議の様子を、つくば市教育委員会ホームページに 
て写真を掲載させていただきたいと思います。差し支えのある場合

は事務局までお申し出ください。よろしくお願いいたします。 
以上をもちまして、令和７年度 第１回秀峰筑波義務教育学校コ

ミュニティ・スクール協議会を閉会いたします。 
本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございました。今

後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 



令和７年度第１回 

秀峰筑波義務教育学校コミュニティ・スクール協議会 

 

  日時：令和７年６月６日（金） 

15:00～ 

場所：会議室 

 

次 第 

 

１ 開  会 

 

２ 任命書交付 

 

３ 挨拶 

 

４ 説明事項 

つくば市のコミュニティ・スクールについて 

 

５ 会長・副会長の選出 

 

６ 協  議 

(1) 学校運営の基本方針について 

(2) 学校の教育活動の紹介   

(3) 熟議 テーマ「キャリア教育の一環として、『職業講話』『職業体験』 

ができる学区の人材、事業所について｣ 

(4) その他 

・コミュニティ・スクール協議会の今後の予定について 

 

７ 閉  会 



番号 委嘱の区分 氏　名 所属・役職

1 （1）地域住民 子　光之 元ＰＴＡ会長

2 （1）地域住民 山口　里香 元学校評議員

3 （1）地域住民 飯村　仁　 元学校評議員

4 （1）地域住民 白石　通　 小田地区いきいき会議代表
小田協議会会員

5 （1）地域住民 矢口　義勝 元ＰＴＡ会長

6 （2）児童・生徒の保護者 古平　恒雄 元ＰＴＡ会長

7 （2）児童・生徒の保護者 大里  庄受　 元ＰＴＡ本部役員

8 （３）地域学校協働活動推進員 梅沢　尊信 ＰＴＡ本部役員

9 （３）地域学校協働活動推進員 矢島　祐介

10 （４）学識経験者 遠藤　知昭 元校長

11 （５）各学校長 尾見　裕史 校長

12 （6）教職員 鈴木　剛　 副校長

13 （6）教職員 小河原 一幸 教頭

14 （6）教職員 小野　裕子 教頭

15 （6）教職員 永岡　歩美 教務主任

16 （6）教職員 依田　振 教務主任

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

令和７年度 秀峰筑波義務教育学校コミュニティ・スクール協議会

（第１回：６月６日 金曜日）受付名簿



今和7年度 学校要覧

つくば市立秀峰筑波義務教育学校
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FAX :
MAIL:
URL :

029-846-2611
029-867-0066
shu0 1@十kb.ed.jp

http://www・tSukuba.ed.jp/‐ Shuho/



つくば市立秀峰筑波義務教育学校

令和 7年度 グランドデザイン

めざす児童生徒のすがた

高い志と広い視野をもち、郷上の未来を拓く

活力ある児童生徒

目標へ向かい

自ら考え、自

己決定しなが

ら学どことが

できる子
他者とのつなが

りの中で豊かに

生活し、よりよ

い人間関係を構

築できる子

ず
確かな学力をつけるために

力を合わせて行

動し 最後まで

粘り強くチャレ

ンジできる子

・ UD化により誰もがわかり

やすい学習環境づくり

。個別最適化と協働的な学

びの融合

・ 単元構想の工夫とアウ ト

プットのある学習

1児童生徒理解を
基盤とする
生徒指導

教育的ニーズに |
応じた支援体制 ―
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くばスタイル科
地域ジオ

豊かな心を育てるために

・ 個性・特性を理解し尊重する人

権意識

・ 特別活動における異年齢クラス

ター制 。実行委員制

・ 幼保小中がつながる筑波会

・ 本物の芸術に触れる機会

健やかな体をつくるために

・ ゲーム的要素を取り入れた運

動機会の設定
。「早寝・早起き・朝ご飯」の

良好な生活習慣

・ 健康・命を守る体験的な学び

GT
I地域人材

1職員研修

地域・社会

CS協議会

秀峰かるた
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自己決定 。自己調整I

&
ルールメイキング

「対語」げ安定的に行われるために

― てユ5  ‐クラスタ. 
タイム  

ー
ー活動

SST

働きがいを実感する職場の創出

幼稚園・

心理的安全の保障 相互支援・相互尊重 ゆとりある教育計画 チーム制校務分掌



」百ユJ“需u
グラスターとは集団のことです。1～ 9年生の縦割り集

団をつくり、学習・生活・行事等、さまざまな場面で交

流汚動をしています。

協傷守ラス年一

社会性

コ<ピユJイ』L科
・ つくばならではの「恵まれた学習環境」と「地域の教育資源」を強みに、つくば次世代型

ス キルを身に付け、大きな夢と高い志をはぐくむ教育活動を展開します。

・ 4つのコア・カリキュラムの内容にSDGsの視点を取り入れ、筑波山地域ジオパークを活用
し、 なども行いながら、 に密着した学習を進めます。

■茅
健康・安全 歴史・文化

1露

一〆
■
…

麟

ガ>

環境 0 地域ジオ 0 1地域ジオ 0

。「秀峰筑波かるた」で地域理解
・筑波山検定といばらきっ子検定の推進
・「筑波山地域ジオパーク」の理解・発信

がつ己うのまわり

をたんけたしよう
筑波山登山で筑波

山のよきを探髯う

地域ジオ 0
地域の働く人にイ

ンタビューしよう

筑波山ジオパーク
ー

を広|ザよう

地域ジオo
l筑波山の動植牛勿や

1地形を調べよう

1 地域ジオ 0
筑波山登山てヽヽ下級

生を案内しよう

地域ジオ

秀ll筆筑波地区典

蘇1狂ん魚
いるのかを知ろう

さを文化祭で発イ言

しよう

地域ジオ 0
秀降筑波地区の

PR方法を提案し

よう
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学 年 '人 数

88人1年

3年 104人

4年 112人

6年 119人

7年 121人

109人

9年 108人

933人

児童生徒数 R7.4月現在

主な年間行事予定

4月 1学期始業式 入学式 全国学力・学習状況調査 (6・ 9年)授業参観 9年修学旅行

5月 6年上高津貝塚見学 体育祭(後期課程)4年サステナスクエア見学 市中学校陸上競技大会

6月 運動会(前期課程)市総体 5年田植え 児童生徒総会 7～ 9年 1学期中間テスト

県南総体陸上・水泳 4年新治浄水場 2年校外学習(アクアワールド大洗)

7月 1年大池探検 県南・県総体 三者面談 つくば未来塾 8年職場体験 県総体陸上・水泳

8月 8年職場体験 関東・全国総体

9月 7～ 9年 1学期期末テスト 県南新人陸上・水泳 市新人戦 5年宿泊学習(県立中央青年の家)

10月 1学期終業式 2学期始業式 県南・県新人戦  5年稲刈り 6年修学旅行(国光 )

2年校外学習(福来みかん狩り体験)4年校外学習(県庁・笠間)県新人陸上・水泳

11月

12月

1月

2月

3月

秀峰祭 倉」立記念日 1学年校外学習(Iキス市
°
センター)3年校外学習(ミ ュージアムパーク)三者面談

2年町探検 7・ 8年2学期中間テスト

薬物乱用防止教室 生 (1性 )教育講演会 児童生徒会選挙 3年消防署見学 9年学年末テスト

クラスター大掃除

児童生徒会役員任命式 学力診断のためのテスト(4～ 8学年)7年スキー宿泊学習(猪苗代)

9年二者面談 希望面談(1～ 8学年)新入生保護者説明会

7,8年学年末テスト 学年末学年学級懇談 県立高校入試

9年生を送る会 卒業証書授与式 修了式
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日
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